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語
文
化
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教
材
一
覧

フ
ォ
ト
レ
ポ
ー
ト
に
表
す

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

坪
内
稔
典
ほ
か

◆
春
を
切
り
抜
く 〈
書
く
〉　

短
歌・俳
句
に
表
す

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

河
野
裕
子
ほ
か

◆
夏
を
切
り
抜
く 〈
書
く
〉　　

随
筆
に
表
す

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

青
木
玉
ほ
か

◆
冬
を
切
り
抜
く 〈
書
く
〉　　

詩
に
表
す

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

八
木
重
吉
ほ
か

◆
秋
を
切
り
抜
く 〈
書
く
〉　　

千
年
の
時
が
与
え
て
く
れ
る
安
堵

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

小
川
洋
子

　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈   

花
と
い
え
ば
…
…
？ 

枕
草
子 

春
は
あ
け
ぼ
の
／
あ
り
が
た
き
も
の

 ・・・・・　

清
少
納
言

　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈  

古
典
は
す
ぐ
目
の
前
に

作
家
と
よ
む 「
枕
草
子
」 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
酒
井
順
子

故
事
二
編 

虎
の
威
を
借
る
／
朝
三
暮
四 

　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈  

辞
書
を
引
く・辞
書
を
読
む

ゴ
ー
ル

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

三
崎
亜
記

　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈  

読
書
の
履
歴
書

背
表
紙
が
キ
ラ
リ
と
光
っ
て
見
え
る
ん
で
す
 ・・・　

芦
田
愛
菜

１　
読
書
は
生
き
る
力

広
が
る
読
書

沙
石
集 

児
の
飴
食
ひ
た
る
こ
と
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

無
住

　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈  「
飴
」か
ら「
砂
糖｣
へ

説
苑　
景
公
之
馬
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

劉
向

　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈  

蛍
の
光
は
誰
を
照
ら
す

羅
生
門

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

芥
川
龍
之
介

　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈  

羅
城
門
に
は
鬼
が
棲
む

作
家
と
よ
む「
今
昔
物
語
集
」 ・・・・・・・・・・・・・・・　
福
永
武
彦

２　
物
語
は
無
限
に

　
　
展
開
す
る

広
が
る
読
書

広
が
る
読
書

伊
勢
物
語　
芥
川
／
筒
井
筒

　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈  

伊
勢
物
語
と
源
氏
物
語

作
家
と
よ
む 「
伊
勢
物
語
」 東
下
り
 ・・・・・・・　

川
上
弘
美

和
歌
十
首 　
小
倉
百
人
一
首
よ
り
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

訳
詩 

小
池
昌
代

短
歌
七
首　
近
代・現
代
の
短
歌

　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈  

歌
人
の
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ

３　
言
葉
は
時
空
を

　
　
か
け
め
ぐ
る

オ
ム
ラ
イ
ス

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

宮
下
奈
都

　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈  

文
学
は
今
…
…

ア
マ
ガ
エ
ル
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

太
田
光

十
八
史
略  

鶏
口
牛
後
／
先
従
隗
始
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

曾
先
之

　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈  

三
国
志
を
楽
し
も
う

平
家
物
語  

木
曾
の
最
期

　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈  

平
家
物
語
紀
行

作
家
と
よ
む 「
平
家
物
語
」 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　
吉
村
昭

４　
人
の
心
は
万
華
鏡

広
が
る
読
書

広
が
る
読
書

漢
詩
四
編　
静
夜
思　
李
白
／
江
南
春　
杜
牧
／
月
夜　
杜
甫
／

香
炉
峰
下
、新
卜
山
居
、草
堂
初
成
、偶
題
東
壁　
白
居
易

　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈  

漱
石
、漢
詩
を
つ
く
る

翻
案  

漢
詩
か
ら
詩
へ

待
ち
伏
せ

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
テ
ィ
ム・オ
ブ
ラ
イ
エ
ン
／
訳   

村
上
春
樹

　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈  

翻
訳
さ
れ
た
日
本
文
学

翻
訳
の
神
様
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

村
上
春
樹

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 「
人
間
」を
描
き
た
い

 ・・・・
話
し
手
／
野
村
萬
斎　
聞
き
手
／
高
橋
克
明

　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈  

言
語
芸
能
の
世
界
入
門

５　
共
感
は

　
　
海
を
越
え
る

広
が
る
読
書

広
が
る
読
書

６　
文
学
は
主
張
す
る

徒
然
草 

神
無
月
の
こ
ろ
／
家
居
の
つ
き
づ
き
し
く
 ・・・・・・・・・・　

兼
好
法
師

　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈  

隠
者
の
系
譜

作
家
と
よ
む 「
方
丈
記
」 ・・・・・ 蜂
飼
耳
／
ピ
ー
タ
ー・Ｊ・マ
ク
ミ
ラ
ン

な
め
と
こ
山
の
熊

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

宮
沢
賢
治

　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈  

ま
だ
あ
げ
初
め
し
前
髪
の

論
語
八
章

作
家
と
よ
む 「
論
語｣ 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

高
橋
源 

郎

広
が
る
読
書

広
が
る
読
書

野
焼

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

櫂
未
知
子

　
　
﹇
コ
ラ
ム
﹈  

俳
句
を
さ
か
の
ぼ
る

豊
か
な
日
々
を
歳
時
記
と
 ・・・・・・・・・・・・・・・・ 

夏
井
い
つ
き

広
が
る
読
書

サ
ー
カ
ス

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

中
原
中
也 

コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

三
角
み
づ
紀

神
様

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

川
上
弘
美

夢
十
夜  

第
一
夜
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

夏
目
漱
石

「
お
く
の
ほ
そ
道
」を
歩
く

 ・・・・・・・・・・・・　

森
本
哲
郎

月
の
誤
訳

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

多
和
田
葉
子

土
佐
日
記  

門
出
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

紀
貫
之

雑
説

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　

韓
愈

選
択
総
合

言
葉
を
紡
ぎ
出
す

資
料
編

◉
物
語
を
読
む
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド

①
人
物
設
定　
②
舞
台
設
定　
③
心
情
表
現

④ 

構
成 　
⑤ 

転
換
点　
⑥
語
り
手

⑦
時
代・背
景

◉
日
本
の
言
語
文
化
史

◉
古
文
の
き
ま
り

◉
基
本
古
語
辞
典

◉
漢
文
の
き
ま
り

◉
言
語
活
動
の
た
め
の
基
礎
用
語
集 

◉
高
校
で
学
ぶ
音
訓
と
用
例

◉
言
語
文
化
参
考
図
録

「書く」単元は、春夏秋
冬で一教材ずつ取り立
てています。

六か所に配置されて
いる広がる読書 「作
家とよむ」では、現
代の作家による 古
典作品の現代語訳を
取り上げます。

言文 704

背 11.5mm　04新言語文化

選択総合単元は、
生徒が自ら作品
とテーマを選び、
主体的に取り組
む単元です。

狂言師・野村萬斎さんへのインタビュー 
記事を、教材として取り上げています。

入
門　
言
葉
を
旅
す
る

広
が
る
読
書

入門単元では、作家小川
洋子さんが 『枕草子 』を
読み返したエッセイを取
り上げ、 古典を学ぶとは
どういうことかについて
考えます。

05高 内容解説資料




